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《 業 種 別 総 括 》 

                              22年 7月 

 

〔漁業〕 

・7月水揚げは、漁獲量、金額ともに前年を下回った。 

〔軽種馬生産業・農業〕 

・軽種馬生産業は、セレクト・セレクションセールがあり売却率はそれぞれ74％、47％超､金額は

64億円、17億円超の結果となった｡1番牧草の生育は回復。収穫に若干の遅れあるも50％を確保。 

・農業は、野菜類は生産が本格化し順調な出荷状況、ハウス物の出荷も始まった。果物類は一部

品種のイチゴが前年比出荷金額で上回る等一部の農産物が前年を上回るものがあるも、出荷量

総体は減少となった。花卉は前年比出荷量、出荷金額共に下回った。 

・黒毛和牛は、三石、えりも地区総体の出荷が頭数では前年を上回るも、金額では下回った。 

〔建設業〕 

・7月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は一部地区で件数が減少となるも、総体では前年を

件数・金額で上回った。 

・7月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は前年

を上回った。一方、前年の経済対策補正事業等による発注規模拡大の反動などから全体的に動

きには鈍さもみられる。 

・7月の建築確認申請(新ひだか～広尾地区)件数は前年を下回る。管外ハウスメーカーの参入もあ

り地元業者は受注に苦慮。 

〔小売業〕 

・食料品は､コンビニは売上が前年並を維持。スーパーは地元スーパーが苦戦するも売上がほぼ

前年並で推移した。衣料品は､一部地区でやや好調もみられたが全般的に需要は弱く低調な動

き。家電製品は､薄型テレビが引続き好調な一方、一部地区で需要弱まりもみられる。家具製

品は､売上が前年を上回った。新車登録台数は、前年を上回る。 

〔雇用〕 

･7月の月間有効求人倍率は、前年比求人数は横這い、求職者数はやや減少し、求人数の増加

割合が求職者数を下回り前月比0.01ポイントの悪化となった。 

〔総括〕 

以上､7月の地区内は､漁業は漁獲金額が前年を下回った。軽種馬生産業馬取引はセリ市場売

却金額が前年を下回った。農業はイチゴ出荷金額が前年比横ばい､花卉出荷金額が前年をやや

上回った。野菜類は生産が本格化しハウス物も加わりまず順調な出荷状況。黒毛和牛出荷金額

は前年を下回った。建設業は7月公共工事発注が前年を上回った一方､動きには鈍さもみられる。

個人消費はやや好調な需要も一部みられるも全般的な動きは弱い。雇用面は、月間有効求人倍

率が前年比上昇している。 

7月の地区内経済概況は、漁業漁獲金額、農業出荷額ともに前年を下回った。軽

種馬生産業馬取引等でも前年を下回り、建設業は7月公共工事発注が前年を上回

るものの動きには鈍さもあるなど、全体的に力強さが見えにくい。 

 



２ 

 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､さけます流し漁等。 

総漁獲量 1,411ｔ・金額 795百万円（前年同月比 709ｔ減・37百万円減）。 
 

 

さけます流し網漁は、353ｔ・260百万円(前年同月比53ｔ減・81Ｍ増) 

定置網漁は、46ｔ・33百万円(同39ｔ増・28Ｍ増) 

かれい漁は、65ｔ・17百万円(同22ｔ増・増減なし) 

たこ漁は、221ｔ・77百万円(同3ｔ増・7Ｍ減) 

つぶ漁は、377ｔ・143百万円(同74ｔ増・7Ｍ減) 

うに漁は、10ｔ・9百万円(同6ｔ減・7Ｍ減) 

たらすけそう漁は、94ｔ・6百万円(同66ｔ増・5Ｍ増) 

なまこ漁は、2ｔ・6百万円(同1ｔ増・4Ｍ増) 

ほっけ漁は、29ｔ・47百万円(同16ｔ増・2Ｍ増) 

いか漁は、7ｔ・2百万円(同765ｔ減・78Ｍ減) 

昆布出荷は、86ｔ・118百万円(同46ｔ減・19Ｍ減) 
 

・7月の水揚げは、全体で前年を下回る。定置網漁、つぶ漁、たらすけそう漁等で前年を上回

るも、いか漁の不漁が響き総漁獲量は前年を下回った。金額では定置網漁、さけます流し

網漁、たらすけそう漁等で前年を上回るも、いか漁の不振と昨年の昆布不漁により金額で

前年比マイナスとなった。魚価は､前年比さけます流し網、なまこ､ほっけ、海藻、昆布等

で値を上げ､さけます定置網、かれい、たこ、つぶ、うに、たらすけそう等で値を下げた。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は、例年みられる時期的な昆布需要の落込みなどからやや弱めの動き。原料昆布

の市場出荷平均価格は前年比高値が続き、対前月比で低下傾向にあった価格もやや上昇に

転じた。 

・鮮魚加工は、たこ、つぶ、さけます等が中心で全般的に需要に強まりがみられず前年並～

前年をやや下回る動き。 

（対象は静内･三石･浦河・様似・えりも・広尾地区）（ｔはトン、Ｍは百万単位を表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・馬取引は、セレクト・セレクションセールの2開催あり、取引成立は、新冠～えりも地区は  

63頭、106百万円、130頭1,372百万円の結果。現況の業界環境を勘案するとまずまずのセ 

―ル。1番牧草の生育は回復し順調。 

＊〔農 業〕 

 ・水稲は順調な生育前年比2日早い。 

 ・果物類は、一部地区のイチゴ生産が前年比出荷量で下回り、出荷金額で横ばいとなった。 

価格は前年比やや安値で推移した。 

 ・花卉は、出荷数で前年を下回り、出荷金額で前年をやや上回った。価格は前年比やや高値で 

推移した。 

＊〔畜産業〕 

 ・黒毛和牛は、三石地区は仔牛が出荷頭数、金額ともに前年を上回り、飼育牛がともに前年を

下回った。合計では出荷頭数、金額ともやや下回った。価格は仔牛が35 万円で飼育牛が82

万円で前年比それぞれ7万円、22万円値を上げた。えりも地区は黒毛和牛10ヶ月素牛が前

年比出荷頭数､金額ともに前年を上回った。価格は前年比牡が42万円でほぼ横ばい、牝が33

万円で同価格となった。2地区総体の出荷は、頭数、金額ともに前年を下回った。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
＊〔公共工事〕 

 ・7月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は93件765百万円。前年比件数で33件増加し、

金額で106百万円減少した。累計金額(4－7月1,463百万円)では前年同期を45百万円下回

った。 

・7月の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額は2,563百万円で、前年を219百万円下回った。 

累計(4－7月9,666百万円)では3,023百万円下回り前年同期比23.8％の減少。(北海道建設

業信用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・7 月の公共工事発注は前年を下回る動きとなった。前年の経済対策補正事業等による発注規

模拡大の反動などから全体的に動きには鈍さもみられる。 

＊〔建築業〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は12件で前年を14件下回った。累計(4－7月)で

は前年同期を15件下回り、ハウスメーカー参入もあり地元業者は受注に苦慮。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数 当月12件（前年同月26件）、累計(4―7月)51件 (前年同期66件) 
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＊〔木 材〕原木は、管外、本州方面出荷が中心で動きはやや強さが継続。チップ材は、前年比

3％増加、720㎥、360ｔの実績。 

＊〔製 材〕建築資材等は、全般的に需要の動きが弱い一方、一部でやや強まりもみられ、前年

比10％の増加の先もある。ハウスメーカー等からの受注が主力。 

  秋鮭用木箱の生産が始まった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、道内産主流の扱い。地物産はトマト、ミニトマト、ピーマン、長ネギ、人参等が

主な品目。価格は本州方面の天候不良等の要因で高値に転じている。果物類は、地場産メロ

ン、スイカ他ハウス物の入荷が始まり、価格はほぼ前年並で高値にて推移。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品は､コンビニは客単価低下のほか競合店新規出店などの影響もあり売上が分散し前年並

～前年をやや下回った。スーパーでは売上がほぼ前年並で推移した。 

 ・衣料品は、夏物衣料等季節品にやや好調もみられるも全般的な需要は弱く低調な動き。 

 ・耐久消費財の家電製品は、薄型テレビが引続き好調な一方、一部地区では買変え需要に一服 

感見られる。家具製品は､新築住宅関連需要などから売上が前年を上回った。 

新車登録台数は187台で前年を27台上回るも動きに鈍さが出てきている。 

その他､生活雑貨等では売上が前年を下回った。 

 ・飲食業は、依然として全般的に客足が弱く低調な動き。 

 ・その他、旅館業では、観光地での予約出てきているが低調な宿泊状況。 
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＊〔管内の倒産〕 

・7月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は、0件(前年0)。 

累計(1－7)では前月と同じく前年同期を件数で1件上回り、負債額で1億7千万円下回っ

ている。 

・7月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、4件の負債額4億7千万円。前年比件数で3

件の増加、負債額で4億3千万円増加した。累計(1－7)では前年同期を件数で1件、負債

額で12億6千万円下回った。 

＊〔道内の倒産〕 

・7月の北海道の倒産は､39件の負債額97億3千万円。前年比件数で同数､負債額で17億8千

万円減少した。倒産件数は、13ヵ月連続前年を下回った。 

＊〔全国の倒産〕 

・7月の全国の倒産は､1,066件の負債額2,753億3千万円。前年比件数で320件､負債額で956

億7千万円減少した。倒産件数は12ヵ月連続で前年比減少となり、負債額は6ヵ月連続

で前年を下回った。 

＊〔雇用〕 

・7月の月間有効求人倍率(0.56)は、前年比求人数で増加、求職者数では減少し、求人数の増

加割合と求職者数は同率となった。 

 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 

 7／ 4  第59回 ラジオＮＩＫＫＥＩ賞                   （ＧⅢ） 

       アロマカフェ号    (新冠町  浜口牧場殿生産) 

 7／11  第15回 プロキオンステークス                  （ＧⅢ） 

       ケイアイガーベラ号  (新冠町 隆栄牧場殿生産) 

7／18  第10回 アイビスサマーダッシュ                （ＧⅢ） 

       ケイティラブ号    (浦河町 永田克之牧場殿生産) 

7／24  第12回小倉サマージャンプ 

       ランヘランバ号    (浦河町 太陽牧場殿生産)               (Ｊ・Ⅲ) 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内･新冠地区、新ひだか町三石地区、様似地区､えりも地区、広尾地区

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成22年7月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,664 -84 7 2,601 -15 3

日 高 町 13,807 -195 -25 6,642 -51 -4

新 冠 町 5,857 -16 2 2,617 -2 -7

新 ひ だ か 町 25,756 -265 -27 12,326 9 -20

浦 河 町 14,264 -191 -10 7,068 -4 -4

様 似 町 5,254 -85 2 2,327 -6 3

え り も 町 5,526 -67 0 2,196 -21 0

広 尾 町 8,099 -70 7 3,512 23 9

大 樹 町 6,056 -79 -2 2,632 2 2

日高･十勝地区合計 90,283 -1,052 -46 41,921 -65 -18

札 幌 市 1,909,722 5,995 452 899,744 11,202 784

江 別 市 122,174 -390 54 53,453 337 57

石 狩 市 61,052 -185 1 26,311 215 -10

北 広 島 市 60,706 -123 14 25,942 251 -6

恵 庭 市 68,720 123 5 30,236 302 20

千 歳 市 93,510 327 -73 44,331 342 -14

石狩地区合計 2,315,884 5,747 453 1,080,017 12,649 831

苫 小 牧 市 173,996 185 -36 82,450 1,057 82

厚 真 町 4,907 -5 15 2,052 16 0

む か わ 町 9,776 -101 -11 4,505 -1 -5

胆振地区合計 188,679 79 -32 88,007 1,072 77

営業区域合計 2,594,846 4,774 375 1,210,945 13,656 890

(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成22年7月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道

月 間 有 効 求 人 数 565 41,745 1.07 14.42 -12.81 0.28 

月間有効求職者数 1,003 128,599 -0.10 -3.44 -12.25 -4.78 

月間有効求人倍率 0.56 0.32 0.00 0.06 -0.01 0.01 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成22年7月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 12 -20 1 

(新ひだか町～広尾町) 22/4～22/7 累計 51 -24 

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成22年7月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地 区

苫小牧管内 4 47 3 43 サービス業   2件 

製造業・建設業各1件 

苫小牧市  2件 

白老町他  2件 うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 

北 海 道 39 973 6 390   

全   国 1,066 27,533 -82 -851   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 



 

７ 

５ 浦河町・新ひだか町静内 金融機関預金･貸出金残高(平成22年7月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

120,563 2.37 -0.64 63,792 -3.07 1.32 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町静内 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 22年7月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 302 -33.63 6.42 

交換金額 916 -12.76 13.91 

不渡り手形枚数 0 － -100.00 

不渡り手形金額 0 － － 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
22年7月の 登 録 22／1月～22／7月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 22 6 7 161 25 

新ひだか町 79 11 7 594 147 

浦 河 町 45 2 2 314 92 

様 似 町 25 8 2 135 35 

え り も 町 16 0 2 143 35 

合 計 187 27 20 1,347 334 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  7月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間

浦   河 18.8 166.0 62.8 1.5 39.4 -57.8

広   尾 17.9 264.5 69.9 1.8 2.2 -43.4

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成22年7月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 - - - - - - 

新ひだか町三石 33,259 4.99 19,806 -2.06 53,065 2.25

浦 河 町 67,301 1.23 31,057 -0.06 98,358 0.82

様 似 町 28,550 3.10 14,160 18.18 42,710 7.65

え り も 町 27,748 1.15 13,395 3.14 41,143 1.79

広 尾 町 37,752 2.32 15,794 0.75 53,546 1.85

＊ 広尾町は22年6月分                             (資料出所：各町) 

 



 

８ 

 

日高振興局からのお知らせ 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産

業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、林業分野の取組について紹介します。 

 

第２回魚道清掃ボランティアの実施 
 

平成22年7月26日（火）、社団法人ほか北海道 

森林土木建設業協会日高支部とNPO法人北海道魚 

道研究会の主催により、様似郡様似町旭 ルベシュ 

ベの沢で魚道の機能回復を目的に、同支部、同研究 

会、日高振興局、様似町及び山地防災ヘルパー64名 

の参加により、第2回魚道清掃ボランティアを実施 

し、スコップやバケツを使って、魚道に堆積した土 

砂等の除去・清掃を行い、魚道の水の流れを良くしました。 

なお、第1回清掃活動は昨年11月に平取町で実施され、 

39名が参加しました。  

また、今年度からは、この活動に併せて北海道（日高振興局） 

も「赤レンガ・チャレンジ事業」として参加し、事業を実施しています。 
 

  

オフセット・クレジット（J-VER）申請の取組 
 

 企業等が自ら排出するCO2などの温室効果ガスの排出量を認識し、自力で削減できない排出量の全部又は

一部を他の場所でのCO2の排出削減や森林等による吸収量で埋め合わせ（オフセット）するカーボン・オフ

セットの仕組みを活用して、環境省が平成20年11月に、国内における排出削減・吸収を一層促進するため、

国内で実現されるプロジェクトによる削減・吸収量を、カーボン・オフセット用のクレジット(J-VER)とし

て認証する制度を創設しました。 

□南組グループの取り組み 

浦河生コンクリート㈱は、同制度の認証を目指し、平成 22年 8月に環境省に申請しました。認証されれ

ば、民間企業主体の森林整備の取組としては道内初となります。 

○内容 浦河生コンクリート㈱の所有林(浦河町月寒86.04ha)を活用した「温室効果ガスプロジェク 

ト」により森林整備を行い、㈱南組が行う公共工事(ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ)部門で排出するCO2を削減 

○目的 ・社有林の植栽・下刈・間伐等による健全な森林育成と温室効果ガスの更なる吸収 

・森林吸収量のクレジット売買による森林の維持及び管理（資金活用） 

○プロジェクト参加者  

 ・代表事業者：浦河生コンクリート㈱（浦河町） 【森林の管理】 

・森林整備委託業者：日高東部森林組合（浦河町）【森林施業・モニタリング実施】 

・クレジット購入者：㈱南組（様似町）      【J-VER取得】 

 

※平成22年5月29日（土）には、企業全体で取り組んでいく記念 

として、南組グループをはじめ、日高東部森林組合、日高振興局な 

どから約100人の参加により、植樹祭が開催されました。 
  

 



 

９ 

 

 

※ 静内地区、様似地区の店舗統廃合のご案内 

  平成22年8月6日（金）の営業をもちまして、静内地区で山手支店を静内支店に、様似地区で様似
支店を大通支店にそれぞれ統合することになりました。これまでの山手支店、様似支店のご利用に厚
くお礼申し上げますとともに、今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。  
  ○ 山手支店 ⇒ 静内支店に統合 
  ○ 様似支店 ⇒ 大通支店に統合（統合後、大通支店は名称が変わり様似支店となります） 
  ○ 山手支店、様似支店発行の通帳、証書、キャッシュカード等は、それぞれ統合先店舗（静内支店、 
     大通支店）で引続きご利用いただけます。 
     ＊預金口座番号は変わりません 
     ＊自動振替の変更手続は必要ありません  
 ※ ご不明な点がございましたら、お気軽に窓口担当者にお尋ねいただくか、お電話にてお問い合 
   わせください。 
     ・お問い合わせ先…静内地区 静内支店 ℡0146－42－1531     様似地区 様似支店 ℡0146－36－2341 
                                     

 
※ 「カーライフプラン・エコ」 取扱開始！ 
     エコカー特典付！ エコカー新車購入で金利さらに 0.20％引下げ 
 

 ◎ キャンペーン期間 ： 平成22 年9 月30 日まで 
 ◎ 資金使途 ： エコカー(新車)購入資金、およびその諸費用。 
 ◎ 融資金額 ： 500 万円以内。 
 ◎ 融資期間 ： 8 年以内。 
 ◎ 返済方法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。半年毎ボーナス併用返済も利用できます。 
            元金据置期間6 ヶ月以内。 
 ◎ 融資金利 ： 変動金利 ～ ・基準金利 4.06％ 
                     ・最優遇金利 2.46％ 取引内容により利用できます。 
                     ※エコカー特別低減で基準金利より 0.20％引下げとなります。 
 ◎ 保 証 料  ： お取引金利に含まれますので別途の負担はありません。但し一括支払い時の場合0.86％ 
 ◎ 融資対象  ： 満20 歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 「日高信金創立プレ 90 周年記念定期預金」募集中！ 
 
 ◎お取扱期間  ： 平成22 年12 月30 日 (木) まで 

    ◎ご預金の種類 ： 自動継続定期預金  お預かり期間  3 年 ・ 5 年 

                1000 万円未満 … スーパー定期預金  1000 万円以上 … 大口定期預金 

金利  ： 3 年 … 0.40％ (税引き 0.32%)  5 年 … 0.50% (税引き 0.40%) 

              ※継続後の利率は、継続日における店頭に表示する当金庫所定の利率とします。  

◎ご利用頂ける方 ： 個人のお客様  
◎お預かり金額  ： 30 万円以上とします。 お預かり限度額はありません。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 
   

 
※ 当金庫ＡＴＭコーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています。  

  全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利 
 用し振込を指示する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナー 
 での携帯電話の使用を全面的に禁止とさせていただいています。 



 

 

 
 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

  ※ 旧 大通支店…平成22年8月6日(金)の営業をもって大通支店は名称が変わり様似支店になりました。 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00

 

店外ATM 

浦河役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00

マックスバリュー静内店ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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